
                              
 

 
  

実験・結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     生態系への悪影響 

                       汚染範囲の拡大        長引く回収作業         地域産業への打撃 

                                     人への健康被害 

 

  

 

 

 

 

Q1，い草、稲わら、和紙で重油を吸収できるか 
 
[方法] 重油に、い草・稲わら・和紙を入れ、30分 

放置し、1.0g当たりの重油吸収量を算出。  
 
A1，い草が重油を最も吸収し、他 2種の 

2倍以上の吸収量だった。 
  
〈以降の実験〉 

海での回収を想定し、 

水槽に人工海水と重油、材料を入れ、1.0g当たりの吸収量を上記の式より算出。 
 

Q2，い草の断面積を増やすと吸収量も増えるか 
 
[方法] 水槽に重油、断面を様々な角度に切った 

い草を入れ、30分放置し、重油吸収量を算出。 
 
A2，断面積を増やすと重油の吸収量が増えた。 

髄が重油を吸収しているのではないか。 
 

 

Q3，い草の部位によって吸収量が変わるか 
 
[方法] 水槽に重油、髄・灯芯・畳の髄・殻を入れ、 

30分放置し、重油吸収量を算出。 
 
A3，髄が、い草の部位の中で最も重油を吸収した。 

髄がスポンジ状の組織だからではないか。 

重油流出 

研究の目的・背景 

現在：化学製品による回収・分散 

目標：天然素材での重油の物理的回収 

[図 1] 3 材料の重油吸収量 

[図 2] い草の形状別吸収量 

「い草の髄」の重油吸収材 

 

[図 3] い草の部位別吸収量 
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[図 4] 髄での実験風景(左から時系列) 

 

Q4，い草は市販品と同等の吸収量があるか 
 

[方法] 水槽に重油と市販の重油吸収マットを  
入れ、30分放置し、重油吸収量を算出。 

 
A4，畳の髄は市販品の 3倍以上の吸収量。 

よって、髄は市販品に代りうるのではないか。 

 

 

 

 

 

1 い草の髄は重油を吸収した         天然素材で重油を吸収できる 

2 い草の髄は市販品以上の吸収量    環境に配慮した回収が可能 

3 畳の髄も高い吸収量があった       廃棄物の削減 
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